


















































































課程（幼少中高特支）を持つ大学(637)内訳:国立 74、公立 45、私立 518 
〇主な調査事項  
・計画的な教員育成の状況について  ・教員研修の充実等について 



















【表 1】教員養成段階で身につけるべき力（中学校教諭）  
＜教育委員会の回答＞           ＜大学の回答＞  
 









では、小学校 27%、中学校 40%、高校 42%となる。教育委員会も大学も、実践力や現場感
覚を養うための活動として、学校ボランティアや学校インターンシップに注目しているこ




































 愛教大は、卒業生の 74.5%（教員就職率全国 1 位）が教員に就職する教員養成をメイン

























２ 対象者 2 年生で教員を目指す学生  




 事前指導はサポート活動の一カ月前に行う。サポート活動先での活動は、9 月～12 月を
原則とする。（中略）事後指導は 1 月に行う。 
（２）活動時間及び回数 




ない。時間は、週 1 回程度、（中略）他の曜日や 1 回あたり 3 時間以上でもよい。  




 ・学級活動、総合的な学習の時間や教科の授業  ・休み時間の遊びの企画・参加  
 ・給食、清掃等の当番活動  ・児童・生徒集会等の集会活動  
 ・運動会、体育大会、音楽会、学芸会等の学校行事  
 ・長期休業中に学校が自主的に計画する学習活動  
 ・部活動の補助（ただし、年間を通して部活動補助のみの活動は避ける）  
 ・授業準備や学級担任としての事務  ・不登校児童生徒への支援 
 ・発達障害等のある児童生徒への支援 ・特別支援学級、特別支援学校での支援  
 ・日本語教育指導での補助      ・土曜日の学習活動での補助  
 ・放課後子ども教室等での運営補助   等 
＜対象外の活動＞  
 ・学生単独での指導及び評価にかかわること  
 ・保護者への対応（常識的な挨拶等は可）  
 ・その他、サポート活動先の管理職（校長等）が対象外とする活動  
（以下、略）  






動が実際にスタートするのは、再来年の 2018 年度（2017 年度入学生の 2 年次）であるが、


















































学校）の 3 年生以上の子どもたちである。前期(4 月)と後期(9 月)の二回に分けてそれぞれ
募集を行い、毎回 30~40 名程度の子どもたちを受け入れている。担当する学生は、教職を
履修する学生で前期は 3 年生、後期は 4 年生が中心になって運営を行っている。基本的に
は教育実習の事前事後指導の授業の一環として、現在は全員が参加する形をとっている。
前後期ともに 60 分間の全 10 回開催し、そこには教職課程専任教員が 1 名以上必ず付くよ
  
うにしている。4 年目を迎えた本活動では、これまでいくつかの変更を行ってきた。その










時 間 活 動 内 容 
17:30 全員集合、リーダーは出欠確認。（5 限がある学生は終わり次第集合。）  
17:30~17:45 〔全員〕子どもたちを迎え入れる、席へ案内する。 
〔受付 2 名〕名札を渡す、名簿チェック  
17:45~18:45 学習活動の支援  
・子どもたちが持参した学校の宿題等の勉強を教える。 
・子どもの様子で気づいたことは適宜メモをとる。 

























































































































































































































2015 年 12 月 21 日 
2 中央教育審議会『新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働
の在り方と今後の推進方策について（答申）』2015 年 12 月 21 日 
3 同上、p.1 
4 中央教育審議会『これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合
い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～（答申）』2015 年 12 月 21 日 
5 前掲 4 書、pp.184-213 調査結果は文科省 HP 上でも公開しており、以下のアドレスを
参照のこと。  
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/siryo/__icsFiles/afieldfile/2
015/07/10/1359470_03_1.pdf  2017 年 9 月 23 日アクセス  
6 前掲 4 書、p.33 
7 愛知教育大学『大学案内 2018』 2017 年 9 月 24 日アクセス  
http://www.aichi-edu.ac.jp/intro/public/guide.html 
8 野田敦敬「学校インターンシップの新展開」関東私立大学教職課程研究連絡協議会、第
1 回研究懇話会発表資料、2016 年 7 月 17 日（於創価大学）  
9 危機管理科目の内容は、防災・減災教育、個人情報の保護、アレルギーへの対応など学
校を取り巻く安全教育を扱う。  
10 これらの意見は 2016 年 7 月 17 日に創価大学で行われた関東私立大学教職課程研究連
絡協議会、第 1 回研究懇話会にて出された内容である。  
11 森田真樹「学校現場体験活動の多様化と学校インターンシップ－立命館大学の取り組
                                                   
  
                                                                                                                                                               
みを事例に－」関東私立大学教職課程研究連絡協議会、第 1 回研究懇話会発表資料、
2016 年 7 月 17 日（於創価大学）  
12 前掲 4 書、p.33 
13 学生のレポートから引用した部分は、「」で示した。 
14 田中雅文・廣瀬隆人編著『ボランティア活動をデザインする』学文社、2013 年、p.87 
15 本吉圓子『私の生活保育論』フレーベル館、1994 年 
 栗田充治・三浦朋子『教育方法学  新版』亜細亜大学購買部、2013 年 
 
【参考文献】  
長沼豊『新しいボランティア学習の創造』ミネルヴァ書房、2008 年 
柴田謙治・原田正樹・名賀亨編『ボランティア論』みらい、2010 年 
